
やまなしの
“絶景”と“食”



桃
源
郷

や
わ
ら
か
な
春
の
風
と
共
に
、見
渡
す
限
り
を
ピ
ン
ク
に
染
め
上
げ
る
桃
の
花
。桃
源
郷
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
春
景
色
が
広
が
る
。

の
訪
れ

あ
で
や
か
な
花
景
色

　心
躍
る
桃
源
郷
の
春

春

撮
影
地

　

 

笛
吹
市
一
宮
町
釈
迦
堂
周
辺﹇
4
月
上
旬
﹈

（
笛
吹
市
ほ
か
）

と
う

げ
ん

き
ょ
う

03 02



芦川のすずらん
林の中に広がる日本すずらんの群生地。新緑の
頃には可憐な花が咲き、甘い香りがあたりを包む。

（笛吹市）

山中湖 花の都公園のチューリップ（山中湖村）
30万平方メートルの敷地を四季折々の花が彩る花の公園。春には約30万本の
チューリップが、残雪の富士山と美しい競演を見せる。 笛吹市芦川町上芦川［5月下旬］撮影地

山中湖花の都公園［4月下旬］撮影地 わに塚の桜
韮崎市神山町北宮地［4月上旬］撮影地

（韮崎市）

本栖湖のシバザクラ
富士五湖の春の風物詩に数えられるシバザクラ。約80万株の花が咲き誇り、まる
で赤・白・ピンクの絨毯を敷き詰めたよう。

富士本栖湖リゾート［5月中旬］撮影地

（富士河口湖町）

知る人ぞ
知る穴場
スポット

山々に守られた、この地ならではの絶景。
　早春の梅で幕を開ける、華やかな春の宴。
3月下旬から4月中旬にかけての盆地では、
桜、桃、スモモが次 と々花開き、菜の花やレン
ゲも暖かな風に揺られます。その頃には、里
山のヤマザクラや、名もない野花たちも、可憐
な花を開かせて、なだらかな丘陵地を覆い

つくす春色のタペストリーが姿を現します。
　次第に舞台は周囲の山 へ々と移り、ツツジ
が山肌を赤やピンクに染め始め、5月下旬に
なれば、香り高く清楚なスズランが見頃を迎
えます。残雪の名峰を背景に山梨の春はダイ
ナミックに展開し、美しい風景を描き続けます。

白く輝く峰 と々花の華麗な競演

日本武尊の王子が埋葬されたことから名付けられたという王仁塚の桜。樹齢320年の桜は、昼は可憐な美しい姿を見せるが、
幻想的な夜桜も魅力的。

身延山久遠寺のしだれ桜（身延町）
日蓮宗総本山の久遠寺境内には樹齢約400年のしだれ
桜が２本あり、満開の桜は風格と優美さを感じさせる。

連絡先／NPO法人身延観光センター ☎0556-42-2005
期間／通年（年末年始除く）
料金／有料　ガイド1名1,000円（1時間）
※詳細は事前にお問い合わせください

身延観光ボランティアガイド

ガイドツアー

身延山久遠寺境内［4月上旬］撮影地

甲府盆地に
春を告げる梅の花

敷島総合公園の梅（甲斐市）

05 04

づか わ にさくら

あし

もと

やま なか

み のぶ さん く おん じ ざくら

こ はな みやこ こう えん

す こ

がわ

春 の 訪 れ 春 の 訪 れ



麓
か
ら
山
頂
へ
と
咲
き
移
る

参
道
の
千
本
桜

春爛漫！定番お花見 “和 ”スイーツ

信玄餅 くろ玉 みのぶまんじゅう

わらびもち 笹子餅 酒まんじゅう

「
花
よ
り
団
子
」

そ
ん
な
気
分
も
盛
り
上
が
る

　春
爛
漫
、満
開
の
花
々
の
下
で
味
わ
う

な
ら
、こ
の
地
に
伝
わ
る〝
和
〞ス
イ
ー
ツ
。

気
軽
に
パ
ク
ッ
と
頬
張
れ
る
普
段
着
の
お

菓
子
に
は
、華
や
か
さ
は
な
い
け
れ
ど
、

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
ふ
く
よ
か
な

味
で
、美
し
い
景
色
に
彩
を
添
え
て
く
れ

ま
す
。

　お
土
産
と
し
て
も
人
気
の「
信
玄
餅
」

を
は
じ
め
、優
し
い
甘
さ
が
人
気
の「
く

ろ
玉
」や
、見
た
目
も
涼
や
か
な「
わ
ら
び

も
ち
」と
い
っ
た
銘
菓
は
も
ち
ろ
ん
、誕

生
か
ら
1
0
0
年
以
上
も
愛
さ
れ
続
け

る
ヨ
モ
ギ
の
香
り
も
芳
し
い「
笹
子
餅
」、

江
戸
時
代
、甲
州
街
道
を
行
く
旅
人
の

空
腹
を
満
た
し
た
と
伝
わ
る「
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
」、小
麦
粉
に
味
噌
を
練
り
込
ん

だ
皮
で
こ
し
あ
ん
を
包
ん
だ「
み
の
ぶ
ま

ん
じ
ゅ
う
」な
ど
、地
元
で
愛
さ
れ
続
け

る
素
朴
な
味
も
お
す
す
め
で
す
。

定番和菓子が進化した
スイーツも人気です！

山の神千本桜 標高約800メートルの山頂にある神社へと続く参道沿いの桜並木。訪れる人を包み込むように枝を広げ、優しい風情を漂わせる。

やわらかな餅に黒蜜ときなこをまぶして
食べる山梨を代表するお菓子。

青えんどうの餡を、黒糖の羊羹でくるん
だ優しい甘さの和菓子。

上品な餡の甘さとほんのりとした塩味が
日本茶にぴったり。

奥多摩源流の天然水を使用した、風味
豊かで透明感のあるわらび餅。

甲州街道の難所、笹子峠の麓で峠の力
餅として売られていた昔ながらの草餅。

糀を使った皮にほのかな酒の香りが漂う
まんじゅうは、長寿食としても人気。

中央市大鳥居地区 山神社参道入口付近［4月上旬］撮影地

（中央市）

春 の 訪 れ

07 06

（全域） （全域） （身延町）

（上野原市）（大月市）（甲州市）

やま かみ せん ぼん ざくら

信玄ソフト（全域）

の
訪
れ

春



花
咲
く
季
節
に

フ
レッ
シ
ュ
な
実
り
を
味
わ
う

1.中央市豊富地区の新鮮なフルーツを使用した
「季節のパフェ」。（中央市）　2.「ビジュー・ド・穂
坂」は韮崎市穂坂町の果物をたっぷり使った、宝
石（ビジュー）のようなジャム。（韮崎市）　3.ほんの
り素朴な甘さが魅力の「桑の実」。（甲斐市）　4.ハ
ウス栽培で一年中収穫できるようになった「いち
ご」。春先のフレッシュな味をいちご狩りで楽しむの
がオススメ。（全域）　5.アクが少なく風味豊かな
「たけのこ」は南部町の特産品。（南部町）　6.富
士山の湧水で育った「クレソン」は日本一の生産量
を誇っている。（道志村）

　フ
ル
ー
ツ
王
国
と
称
さ
れ
る
山
梨
の
、

春
一
番
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、真
っ
赤
に

熟
し
た
い
ち
ご
狩
り
。栽
培
技
術
の
向
上

で
1
年
中
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今

も
、旬
の
味
は
格
別
で
す
。県
内
各
地
に

は
た
く
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、メ
ジ
ャ
ー

な
品
種
か
ら
、希
少
種
・
新
種
ま
で
、実

に
さ
ま
ざ
ま
な
い
ち
ご
が
味
わ
え
ま
す
。

　ま
た
、採
れ
た
て
の
た
け
の
こ
や
山
菜

も
、食
卓
に
欠
か
せ
な
い
春
の
味
。山
菜

の
苦
み
に
は
、冬
の
間
に
溜
め
込
ん
だ
老

廃
物
を
輩
出
す
る
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
あ

る
と
も
い
わ
れ
、古
く
か
ら
食
べ
繋
が
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　季
節
が
進
み
5
月
後
半
に
入
る
と
、

桑
の
実
が
食
べ
頃
に
。真
っ
黒
に
熟
し
た

実
は
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
が
た
っ
ぷ
り
の
女
性
に
嬉
し
い
果
実
で

す
。そ
の
頃
に
は
さ
く
ら
ん
ぼ
も
色
づ
い

て
、日
光
を
浴
び
る
姿
は
ま
る
で
煌
め

く
宝
石
の
よ
う
。口
の
中
で
プ
チ
ッ
と
弾

け
た
瞬
間
、甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
と
味
が

広
が
っ
て
、幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ

ま
す
。

1

24

356

みずみずしい春の味を満喫

さくらんぼ
5月中旬から6月下旬にかけて収穫期
を迎えるさくらんぼ。山梨は栽培地の
南限とされ、佐藤錦をはじめとする
さまざまな品種が作られている。収穫
期に楽しめるさくらんぼ狩りも人気。

09 08

（南アルプス市ほか）

マップ・お問い合せについては裏表紙をご覧ください。

春 の 訪 れ 春 の 訪 れ



明
野
の
ひ
ま
わ
り

日
本
一
の
日
照
時
間
を
誇
る
北
杜
市
。ま
ぶ
し
い
太
陽
の
下
に
60
万
本
の
花
が
咲
き
誇
る
ひ
ま
わ
り
畑
は
、ド
ラ
マ
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。

太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く

ひ
ま
わ
り
に

夏
の
光
が
き
ら
め
く

（
北
杜
市
）

11 10

撮
影
地

　

 

北
杜
市
明
野
町
浅
尾﹇
8
月
上
旬
﹈

あ
け

の

の
輝
き

夏



大石公園のラベンダー
大石公園［7月上旬］撮影地

（富士河口湖町）

山紫水明の絶景を、アクティブに楽しむ。
　山梨は日本有数の山岳県。山梨百名山
などアルピニストを魅了する崇高な山岳から、
山歩きが楽しめる里山まで、魅力的な山 が々
揃っています。また、富士五湖に代表される
湖や水しぶきをあげて流れる清流など、水辺
を楽しむロケーションが豊富にあります。

　夏は自然と親しむ絶好の季節。緑鮮やか
な木立を抜け、山頂で雄大な眺めを満喫す
るもよし、涼やかな風が吹き抜ける湖畔や川
辺でバーベキューやキャンプを楽しむもよし。
絶景が広がる山梨で、アクティブな休日をお
楽しみください。

碧き山 と々清涼なる水辺

大石公園の夏の風物詩、富士山とラベンダー。清涼感のある紫色の花が夏らしく富士を彩る。

爽やかな
ラベンダーソフトも

いかが？
北岳（南アルプス市）

富士山に次ぐ標高（3,193m）を誇る北岳。希少な動植物が
多く見られ、登山シーズンは多くの登山客でにぎわう。

連絡先／南アルプスガイドクラブ ☎080-6653-5418
期間／通年（地域により異なる）
料金／有料（地域、ルートにより異なる）
※詳細は事前にお問い合わせください

南アルプスガイドクラブ

ガイドツアー

北岳稜線［7月上旬］撮影地

押原公園のゲンジボタル
ビオトープでゲンジボタルを保護し、蛍が飛び交う
まちなかの公園として有名。

（昭和町）

三ッ峠山（西桂町）

富士山を美しく眺められる山として愛される三ッ峠山。ハイキングコースのい
たる処からその勇姿を堪能できる。

押原公園［6月上旬］撮影地

三ッ峠山ハイキングコース［6月上旬］撮影地

夏狩湧水群 太郎・次郎滝
富士の雪解け水がこんこんと湧く夏狩湧水群は平成
の名水百選のひとつ。湧水は柄杓流川を流れ、崖を
落ちる滝となって壮大な景色を見せる。

夏狩地区 太郎・次郎滝［6月上旬］撮影地

（都留市）

大菩薩嶺
日本百名山のひとつで、家族連れからベテランまで登山を楽しむことができる人気の山。稜線か
ら望む富士山もまた絶景。 大菩薩峠［7月下旬］撮影地

（甲州市）

知る人ぞ
知る穴場
スポット

ラベンダーソフト（河口湖ハーブ館）

13 12

おお

だい

なつ

み つ

きた だけ

とうげ やま

おし はら こう えん

かり ゆう すい ぐん た じろう ろう たき

ぼ さつ れい

いし こう えん

夏 の 輝 き 夏 の 輝 き



尾白川渓谷 甲斐駒ケ岳に源を発する流れが、変化に富んだ滝や淵を形成する尾白川渓谷。その清冷な水は、日本名水百選に選定されている。
尾白川渓谷 千ヶ淵「8月下旬」撮影地

（北杜市）

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
山
梨

　昭
和
60
年
選
定
の
名
水
百
選
に
、尾

白
川（
北
杜
市
）や
忍
野
八
海（
忍
野
村
）

な
ど
3
カ
所
が
、平
成
の
名
水
百
選
に

は
、御
岳
昇
仙
峡（
甲
府
市
）、西
沢
渓
谷

（
山
梨
市
）を
は
じ
め
4
カ
所
が
選
定
さ

れ
る
な
ど
、山
梨
は
古
く
か
ら
の『
名
水

の
里
』。険
し
い
山
谷
と
豊
か
な
森
林
に

育
ま
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
清

ら
か
な
水
は
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し

て
全
国
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
水
は
命
の
源
で
も
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
流
れ
は
ヤ
マ
メ
や
ヒ
メ
マ
ス
と

い
っ
た
川
魚
を
育
み
、ブ
ラ
ン
ド
淡
水
魚

甲
斐
サ
ー
モ
ン
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。ま

た
、大
地
で
は
、美
味
し
い
米
や
野
菜
、

瑞
々
し
い
果
物
な
ど
の
恵
み
を
も
た
ら

し
、極
上
の
日
本
酒
や
ウ
イ
ス
キ
ー
の
醸

造
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

湧き出る天然水が
自慢です！

清
ら
か
に
流
れ
る
水
は

豊
か
な
自
然
の
恵
み

15 14

天然水とその恵みを味わう

甲斐サーモン
冷たく澄んだ天然水で育てる「甲斐サーモン」は
脂が乗っていながらもさっぱりした味が魅力。

ウイスキー
北杜市白州にある蒸留所では、国産ウイス
キーの代表的銘柄を生産している。 ミネラルウォーター

名水の地として知られる山梨のミネラルウォー
ターは、山からの贈り物ともいわれている。

南部茶
温暖な気候で育った南部茶は、甘くやわ
らかなうま味と上品な香りが特徴。

日本酒
名水の郷、山梨は古くから酒造りが盛んで、
多くの造り酒屋が美酒を世に送り出している。

川魚
県内各地の渓流では、心地よい自然を満喫しながら、
アユ・イワナ・ヤマメ・ヒメマスなどの釣りを楽しめる。

（南部町）

（北杜市）

（北杜市ほか）

（全域）

（全域）

（小菅村ほか）

お じら がわ けい こく

の
輝
き

夏

夏 の 輝 き



旬
の
も
ぎ
た
て
果
実
を

召
し
あ
が
れ

　起
源
を
辿
れ
ば
平
安
時
代
の
ぶ
ど
う

栽
培
に
行
き
つ
く
と
い
わ
れ
る
山
梨
の

果
実
栽
培
の
歴
史
。古
く
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
果
実
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、江
戸
時

代
に
は
、林
檎
、柿
、柘
榴
、栗
、葡
萄
、梨
、

銀
杏（
も
し
く
は
胡
桃
）そ
し
て
桃
が
、

「
甲
州
八
珍
果
」と
称
さ
れ
、時
の
将
軍
に

も
献
上
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
今
、甘
く
瑞
々
し
い
桃
や
ぶ
ど

う
は
、国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
大

人
気
。栽
培
技
術
の
発
展
や
品
種
改
良

が
進
み
、毎
年
の
よ
う
に
新
種
が
誕
生
す

る
一
方
、大
玉
で
風
味
豊
か
な
す
も
も
も

続
々
登
場
し
て
、フ
ル
ー
ツ
王
国
の
夏
は
、

ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　多
く
の
品
種
が
楽
し
め
る
や
ま
な
し

の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
の
魅
力
は
、木
漏
れ
日

が
注
ぐ
美
し
い
農
園
で
、ぎ
り
ぎ
り
ま
で

熟
し
た
果
実
を
味
わ
え
る
こ
と
。こ
れ
ぞ
、

産
地
で
し
か
出
会
え
な
い
至
宝
の
味
！

も
ぎ
た
て
の
果
実
を
存
分
に
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

フルーツ王国で夏を味わいつくす

ぶどう狩り　約2,000円～

17 16

フルーツ王国やまなし

http://www.yamanashi-kankou.jp/fruits/
観光果実園ネット

ブルーベリー狩り　約1,000円～

桃狩り　約1,500円～

すもも狩り　約1,000円～

6月上旬～8月下旬頃

6月中旬～9月中旬頃

フルーツ王国やまなし

http://www.yamanashi-kankou.jp/fruits/
観光果実園ネット

エリア（地区）からフルーツ狩りスポットを検索、フルーツの種類、営業時間、
連絡先、アクセスなど旅行計画にあった果実園を探せます。

6月下旬～8月下旬頃

7月上旬～10月下旬頃

桃

日本一の「桃」の生産地、山梨ではとれたての「固くて甘
い」新鮮な桃が好んで食べられている。

（笛吹市、韮崎市、南アルプス市ほか）

すもも

さまざまな品種の「すもも」が作られており、大玉の「貴陽」
は日本一の大きさを誇る。

エリア（地区）からフルーツ狩りスポットを検索、フルーツの種類、営業時間、
連絡先、アクセスなど旅行計画にあった果実園を探せます。

（南アルプス市、笛吹市ほか）

ぶどう

夏から秋にかけてさまざまな品種の「ぶどう」が登場する
が、高級品種のシャインマスカットは大人気。

（甲州市、笛吹市、韮崎市、甲府市ほか）

ブルーベリー

夏でも爽やかな気候の土地に育つ「ブルーベリー」。甘味
や粒の大きさなどのバリエーションも豊富。

（北杜市、富士河口湖町、鳴沢村ほか）

マップ・お問い合せについては裏表紙をご覧ください。

夏 の 輝 き 夏 の 輝 き



御
岳
昇
仙
峡

切
り
立
っ
た
断
崖
の
間
に
、奇
岩
や
名
石
が
並
ぶ
日
本
屈
指
の
渓
谷
。な
か
で
も
約
1
8
0
m
も
の
高
さ
を
誇
る
覚
円
峰
や
日
本
の
滝
百
選
に
選
定
さ
れ
た
仙
娥
滝
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
。

渓
谷
を
錦
に
彩
る
豊
穣
の
秋

（
甲
府
市
）
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撮
影
地

　

 

荒
川
上
流
の
渓
谷
よ
り
覚
円
峰
を
望
む﹇
11
月
上
旬
﹈

み

た
け

し
ょ
う

せ
ん

き
ょ
う

の
彩
づ
き

い
ろ

秋



紅葉台（鳴沢村）

21 20

丹波渓谷
多摩川の源流、丹波渓谷沿いの国道411号線は、約10km
にわたって見事なまでの紅葉が広がる。

西沢渓谷七ツ釜五段の滝（山梨市）

（丹波山村）

大柳川渓谷（富士川町）
山峡の鰍沢•十谷集落近くの谷深く削り流れる渓谷。野趣あふれ
る渓谷を間近に感じながら紅葉を満喫できる穴場。

森林浴の森100選や日本の滝100選にも選ばれる規模も
美しさも県内屈指の渓谷。歩道に沿って錦秋に染まる
渓谷を堪能できる。

連絡先／山梨市観光課　☎0553-22-1111
期間／ 5月1日～11月30日
料金／有料　コース･メニューにより異なる。
※詳細は事前にお問い合わせください

西沢渓谷ガイドの会

ガイドツアー丹波川付近、国道411号線より［10月下旬］撮影地

西沢渓谷七ツ釜五段の滝［10月下旬］撮影地

大柳川渓谷やませみ橋付近［11月中旬］撮影地

紅葉トンネル
富士河口湖町大石付近／河口湖北岸・県道21号線より［11月中旬］撮影地

（富士河口湖町）

八ヶ岳高原大橋
北に八ヶ岳、南西に南アルプス、南に富士山を望む八ヶ岳高原大橋。
秋には直下の川俣川渓谷が紅葉に染まり、素晴らしい眺望が広がる。

北杜市須玉町上津金付近［11月中旬］撮影地

（北杜市）

知る人ぞ
知る穴場
スポット

紅葉前線は、富士山から降りてくる。
　北から南へ、山頂から裾野へと向かう「紅
葉前線」。山梨では、盆地にまだ残暑の残る9
月下旬、富士山五合目や北岳など標高2,500
メートル付近から始まり、10月上旬には八ヶ岳、
少し遅れて他の山 へ々と、徐 に々降りてきます。
山肌や渓谷を彩るのは、燃えるような赤い葉
や目の覚めるような鮮やかな黄色い葉…。

秋の陽のもとで微細なグラデーションが浮か
び上がり、まるで一枚の錦絵のような風景が、
そこかしこに広がります。
　一方、里山への到達は、10月下旬から11
月初旬頃。その頃には、盆地の果樹も色づき
はじめ、12月初旬まで、晩秋の風景を楽しむこ
とができます。

山から里へと広がる秋の彩り

河口湖北岸の約150 mにわたって続くもみじの並木。秋には真っ赤に色づいたもみじがトンネルのように道路を覆う。

青木ヶ原樹海の
紅葉も見事です！

も み じ

やつ

にし

おお

た ば けい こく

やな がわ けい こく

ざわ けい こく なな つ がま ご だん たき

が たけ こう げん おお はし

秋 の 彩 づ き 秋 の 彩 づ き



絶景とともに味わう甲州ワイン

甲州ワイン
山梨に古くからある「甲州ぶどう」から
作られる「甲州ワイン」。日本で初めて
醸造されたワインであるとともに、現在
では国際的なワインコンクールで評価
され、世界に輸出されている。和食に
合うさわやかな口当たりが魅力。

美
し
い
自
然
を
愛
で
な
が
ら
、

新
酒
を
楽
し
む
秋
の
ひ
と
と
き

　山
梨
は
、日
本
が
世
界
に
誇
る
ワ
イ
ン

の
産
地
。県
内
に
は
約
80
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
あ
り
、心
血
を
注
い
だ
ワ
イ
ン
を
全
国
へ
、

そ
し
て
世
界
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
甲
州
市
勝
沼
は
、日
本
の
ワ
イ

ン
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、現
在
30
以

上
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
点
在
し
、多
く
の
醸

造
家
た
ち
が
、ぶ
ど
う
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸

造
に
た
ぐ
い
ま
れ
な
る
情
熱
を
注
ぎ
続

け
て
い
る
ワ
イ
ン
の
ま
ち
で
す
。

　盆
地
か
ら
山
肌
へ
と
、な
だ
ら
か
な
丘

陵
地
を
ぶ
ど
う
畑
が
這
い
上
が
り
、一
面

を
覆
い
つ
く
す
タ
ペス
ト
リ
ー
の
よ
う
な
、

独
特
の
風
景
を
創
り
出
し
て
い
る
勝
沼
。

ぶ
ど
う
棚
が
褐
色
に
色
づ
く
頃
、山
梨

ヌ
ー
ボ
ー
は
解
禁
日
を
迎
え
、新
酒
を
祝

う
イ
ベン
ト
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

甲州ワインは
甲州ぶどうから
つくられます

23 22

（甲州市ほか）

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
（
甲
州
市
）
高
く
澄
ん
だ
空
の
下
、少
し
冷
た
さ
を
増
し
た
風
が
、色
づ
い
た
ぶ
ど
う
の
葉
を
ゆ
ら
し
て
通
り
過
ぎ
て
行
く
。豊
か
な
実
り
に
あ
ふ
れ
た

秋
は
、芳
醇
な
香
り
が
漂
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
も
楽
し
い
。

収
穫
を
終
え
た
ぶ
ど
う
畑

葉
は
黄
色
く
色
づ
き

秋
が
静
か
に
深
ま
っ
て
い
く

撮
影
地

　

 

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
付
近
よ
り
ぶ
ど
う
の
丘
を
望
む﹇
11
月
中
旬
﹈

か
つ

ぬ
ま

き
ょ
う の

彩
づ
き

い
ろ

秋



食
欲
の
秋
、

『
名
物
に
う
ま
い
物
あ
り
』

1.「あけぼの大豆」は、大粒で甘みとコク、風味にも優れる身延町の特
産品。（身延町）　2.肥沃な砂質壌土が蓄積した甲斐市西八幡地区
の特産「やはたいも」。（甲斐市）　3.評価の高い「梨北米」をはじめ、
南アルプスの湧水が育む米は極上の味わい。（北杜市）　4.汲み上
げゆばがとろける美味しさの「ゆば丼」。（身延町）　5.海のない山梨
に新鮮な鮑を届けたい、そんな甲州商人の情熱が生み出した「鮑の
煮貝」。（甲府市ほか）　6.ワインの醸造過程で出るぶどうの絞りかす
を与えて飼育した「甲州ワインビーフ」。（全域）　7.甲州ぶどうをその
まま使った秋のスイーツ「月の雫」。（全域）　8.B-1グランプリでゴール
ドグランプリを受賞した「甲府鳥もつ煮」。（甲府市ほか）　9.鮮やかな
黄金色と強い甘さが魅力のさつまいも「あけの金時」。（北杜市）

　山
梨
の
秋
は
、お
い
し
い
大
地
の
恵
み

の
宝
庫
。肥
沃
な
砂
地
で
作
ら
れ
る 「
や

は
た
い
も
」や「
大
塚
に
ん
じ
ん
」、日
照

時
間
日
本
一
の
明
野
で
生
ま
れ
た「
あ
け

の
金
時
」、さ
ら
に
は
、身
延
町
の
限
ら
れ

た
地
域
で
し
か
育
た
な
い
幻
の
大
豆「
あ

け
ぼ
の
大
豆
」な
ど
、当
地
な
ら
で
は
の

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
は
、他
に
は
な
い
深
い
味

わ
い
が
魅
力
。近
年
で
は
、ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
湧
水
を
活
か
し
た
上
質
な
米
も
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、な
か
で
も「
梨

北
米
」は
極
上
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
認

知
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　一方
、身
延
山
久
遠
寺
の
精
進
料
理
と

し
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た「
ゆ

ば
」や
、江
戸
時
代
、甲
府
城
主
柳
沢
吉

保
に
も
愛
さ
れ
た
と
い
う
銘
菓「
月
の

雫
」、さ
ら
に
は
、甲
州
商
人
が
醤
油
漬

け
に
し
て
ア
ワ
ビ
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に

端
を
発
す
る「
煮
貝
」な
ど
、変
わ
ら
ぬ
お

い
し
さ
で
人
々
を
魅
了
し
続
け
る
逸
品

も
。食
欲
の
秋
、『
名
物
に
う
ま
い
物
あ

り
』の
山
梨
で
、大
地
の
恵
み
を
食
べ
つ

く
そ
う
。

123

456

789

大地の恵みを楽しむ秋

枯露柿
大型の渋柿『甲州百目柿」を原
料とする干し柿は、枯露柿と呼ば
れ、しっとりした甘さと素朴な味わ
いが特徴。軒先いっぱいに柿を
干す風景は山梨の晩秋の風物
詩である。

25 24

（甲州市ほか）

マップ・お問い合せについては裏表紙をご覧ください。

こ ろ がき

秋 の 彩 づ き 秋 の 彩 づ き



新
倉
山
浅
間
公
園

富
士
山
と
富
士
吉
田
市
街
を
望
む
新
倉
山
浅
間
公
園
。春
に
は
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、純
白
の
雪
に
つ
つ
ま
れ
る
冬
景
色
も
美
し
い
。

厳
し
い
寒
さ
が
訪
れ
る
冬

し
ん
と
し
た
静
寂
が

あ
た
り
を
包
む

（
富
士
吉
田
市
）
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撮
影
地

　

 

新
倉
山
浅
間
公
園
忠
霊
塔
付
近﹇
1
月
下
旬
﹈

あ
ら

く
ら

や
ま

せ
ん

げ
ん

こ
う

え
ん

の
静
寂

冬



ダイヤモンド富士
山中湖長池湖畔［2月上旬］撮影地

（山中湖村）

澄み切った空気のなか、輝く光がぬくもりをもたらす。
　夜景や星空を楽しみたいなら、断然冬の
夜がいい。澄み切った空気のなか、星も、花
火も、街の灯も、きらきらキラリと煌めいて、鮮や
かな風景を魅せてくれます。凍てつく夜に灯さ
れたオレンジ色の光には、温かさやぬくもりが
感じられ、心もじんわりしてきます。

　一方、富士の山頂にピタリと太陽がはまり、
まるでエンゲージリングのような輝きを放つダイ
ヤモンド富士も、山梨の冬の風物詩の一つ。
聖地とも呼ばれる山中湖では、穏やかな湖面
と沈む太陽、そして雄大な富士山が一体とな
る、神 し々いまでの奇跡の瞬間に出会えます。

冬を照らす光と雪のハーモニー

富士山頂に太陽が重なる瞬間に現れるダイヤモンド富士。山中湖では秋から冬にかけて約４ヶ月半、日没時に観賞できる。

甲府盆地の夜景は
ロマンチック！

弁天堂雄滝の氷瀑
羽衣白糸の滝と雌雄一対の滝で、冬は氷瀑となっ
て見応えがある。

（早川町）
河口湖・冬花火（富士河口湖町）

1月中旬～ 2月中旬の期間、毎週土・日に開催される冬花火。冬の澄み切った
空気と背景の富士が花火の美しさを際立たせる。 弁天堂雄滝［1月下旬］撮影地

河口湖畔産屋ヶ崎［2月上旬］撮影地

猿 橋
歌川広重の「甲陽猿橋之図」に描かれた猿橋は、橋脚を使わず、両岸から張り出した四
層のはねぎによって支えられている。四季折 に々美しいが、雪の日は格別である。

猿橋付近［2月下旬］撮影地

（大月市）

知る人ぞ
知る穴場
スポット

忍野八海（忍野村）

富士山の伏流水に水源を発する湧水地・忍野八海。澄み
切った水と水面に映る富士が描く風景は美しく神秘的。

連絡先／忍野村観光協会 ☎0555-84-4222
期間／通年（年末年始除く）
料金／有料　ガイド1名2,000円
※詳細は事前にお問い合わせください

ふるさと忍野案内人

ガイドツアー

榛の木林民俗資料館（忍野八海内）［2月上旬］撮影地

和田峠から甲府盆地の夜景（甲府市）

29 28

ふ

おし

かわ

さる はし

ぐち こ ふゆ はな

べん てん どう お たき ひょう ばく

び

はっ かいの

じ

冬 の 静 寂 冬 の 静 寂



伝
統
の
味
で

心
も
体
も
あ
た
た
ま
る
。

1.全長が1メートルにも及ぶ「大塚にんじん」。（市川三郷町）　2.冬の
果物の代表「ゆず」。富士をバックに黄色い実をつける景色も美しい。
（富士川町）　3.小麦粉を練って「箕」（農作業で使う道具）の形にし、
野菜と味噌で煮込んだ伝統食「みみ」。（富士川町）　4.コシの強い麺
が特徴の富士吉田名物「吉田のうどん」。（富士吉田市）　5.小粒の
じゃがいもを独特のレシピで調理した「せいだのたまじ」。（上野原市）
6.小麦粉を練った団子を季節の野菜とともに煮込んだ「おつけだん
ご」。（大月市）　7.頭からしっぽまで全部食べられる「ワカサギ」は、天
ぷらをはじめ甘露煮にしても美味しい。（山中湖村）　8.「富士まぶし」
はニジマスの炊き込みご飯。冬期はヒメマスを使った「富士姫まぶし」
も味わえる。旬の薬味で、味と香りの変化が楽しめる。（富士河口湖町）

　海
が
無
く
、平
地
も
少
な
い
山
梨
。

こ
の
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
土
地
柄
に
あ
っ
て
、忍
耐
強
く
勤
勉
な

山
梨
の
先
人
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
の

持
つ
特
徴
を
活
か
し
た
農
業
を
営
み
、心

豊
か
に
日
々
の
暮
ら
し
を
紡
い
で
き
ま
し

た
。そ
の
代
表
的
な
例
が
、多
様
な
雑
穀

の
栽
培
と
粉
食
文
化
。米
作
が
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、主
食
と
し
て
麦
を
作
る
よ

う
に
な
り
、そ
こ
か
ら
、「
ほ
う
と
う
」や
、

「
み
み
」、「
お
つ
け
だ
ん
ご
」、「
吉
田
の
う

ど
ん
」な
ど
、味
も
カ
タ
チ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
、郷
土
料
理
が
生
ま
れ
た
の
で

し
た
。

　今
で
は
お
店
で
い
た
だ
く
こ
と
も
多

く
な
り
ま
し
た
。も
と
は
自
家
製
の
小

麦
粉
を
捏
ね
、麺
や
団
子
状
に
し
て
、か

ぼ
ち
ゃ
や
大
根
と
い
っ
た
根
菜
や
山
か
ら

採
っ
て
き
た
き
の
こ
な
ど
山
の
幸
と
共

に
囲
炉
裏
で
煮
込
み
、手
前
味
噌
で
味
付

け
し
た
甲
斐
の
国
の〝
お
ふ
く
ろ
の
味
〞。

そ
こ
に
は
、寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
越
え

る
た
め
の
、お
母
さ
ん
の
愛
と
知
恵
も
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

3
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郷土色豊かな冬のあったかグルメ

ほうとう（全域）

小麦粉を練りざっくりと切った幅
広の麺を、かぼちゃやイモ類、季
節の野菜、肉類などと一緒に煮
込み、味噌で仕上げる山梨を代
表する郷土食。武田信玄公が野
戦食にしたとも伝えられている。
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マップ・お問い合せについては裏表紙をご覧ください。
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市川三郷町
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富士川町

南部町

甲府市
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八ヶ岳・韮崎エリア

笛吹・甲州・山梨エリア

東部エリア

富士山・富士五湖エリア

甲府・昇仙峡エリア

南アルプス・富士川流域エリア

東京方面より 中央自動車道／約1時間30分高井戸IC 甲府昭和IC

東京方面より 新宿～甲府線／約２時間新宿高速バスターミナル 甲府駅

静岡方面より 竜王・甲府～静岡線／約3時間 甲府駅静岡駅前
愛知方面より 竜王・甲府～名古屋線／約４時間 甲府駅名古屋駅
関西方面より 甲府～京都・大阪線／約９時間 甲府駅大阪（あべの橋）

空港方面より 竜王・甲府～羽田空港線／約３時間１０分 甲府駅羽田空港
竜王・甲府～成田空港線／約３時間５０分 甲府駅成田空港

長野方面より 長野道／約15分 中央自動車道／約60分松本ＩＣ 甲府昭和IC岡谷ＪＣＴ

神奈川方面より 中央自動車道
約60分

圏央道
約20分横浜市方面 甲府昭和IC海老名ＪＣＴ 八王子ＪＣＴ

愛知方面より 中央自動車道／約3時間名古屋ＩＣ 甲府昭和IC

埼玉方面より 国道140／約１時間→雁坂トンネル／約１時間秩父市 甲府市
圏央道／約30分 中央自動車道／約1時間圏央鶴ヶ島ＩＣ 甲府昭和IC八王子ＪＣＴ

静岡方面より 国道52号線／約1時間30分 中部横断自動車道
中央自動車道／約20分静岡市方面 甲府昭和IC増穂IC

国道138号線／約30分 東富士五湖道路
中央自動車道（大月Jct経由）／約1時間御殿場方面 甲府昭和IC須走IC

甲府方面へのアクセス

身延方面へのアクセス

●お車でお越しの場合

●電車でお越しの場合

●高速バスでお越しの場合

東京駅～河口湖線／約２時間４０分 河口湖駅東京駅

富士山・河口湖方面へのアクセス

東京方面より 中央自動車道／約1時間20分高井戸IC 河口湖ＩＣ

愛知方面より 東名高速／約４時間名古屋 河口湖ＩＣ

静岡方面より 東名高速／約４０分 国道139／約１時間静岡 河口湖ＩＣ富士ＩＣ
東名高速／約２時間20分東京ＩＣ 河口湖ＩＣ

●お車でお越しの場合

羽田空港～富士山駅線／約２時間３０分 河口湖駅/富士山駅羽田空港空港方面より

静岡駅～富士急ハイランド・河口湖線／約2時間2０分 河口湖駅静岡駅
三島～河口湖線／約1時間30分 河口湖駅三島駅南口静岡方面より

甲府～京都・大阪線／約12時間 河口湖駅/富士山駅大阪（あべの橋）関西方面より

横浜～河口湖線／約２時間30分 河口湖駅横浜駅西口神奈川方面より

東京方面より 新宿～富士五湖線
約1時間４５分

新宿～富士五湖線
約2時間30分 山中湖駅河口湖駅新宿高速バスターミナル

●高速バスでお越しの場合

東京方面より

●電車でお越しの場合
新 宿 駅 河 口 湖 駅大 月 駅

ＪＲ中央本線／約１時間 富士急行線／約５０分

甲府方面より 甲 府 駅 富 士 山 駅大 月 駅
ＪＲ中央本線（特急）／約30分 富士急行線（特急）／約35分

東京方面より 新 宿 駅
ＪＲ中央本線／約１時間30分

長野方面より 松 本 駅
ＪＲ中央本線／約1時間10分

静岡方面より 静 岡 駅
ＪＲ身延線／約2時間10分

甲
府
駅

公益社団法人 やまなし観光推進機構
☎055-231-2722 甲府市丸の内1-6-1 

●観光のお問い合わせは

富士の国やまなし観光ネット
http://www.yamanashi-kankou.jp/

◎富士の国やまなし館 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル1階…☎03-3243-8600　
◎山梨県大阪事務所 大阪市北区梅田1-1 大阪駅前第3ビル21階……☎06-6344-5961　

笛吹・甲州・山梨エリア

富士山・富士五湖エリア

甲府・昇仙峡エリア

八ヶ岳・韮崎エリア

南アルプス・富士川流域エリア

東 部 エ リ ア

東京方面より 新宿～身延線／約3時間20分新宿高速バスターミナル 身延山
静岡方面より 静岡～甲府線／約1時間39分静岡駅前 身延（梅平）

●高速バスでお越しの場合

●電車でお越しの場合
東京方面より 新 宿 駅 身 延 駅甲 府 駅

ＪＲ中央本線／約１時間30分 ＪＲ身延線／約１時間15分

静岡方面より 静 岡 駅 身 延 駅
JR身延線 直通特急／約1時間20分

このパンフレットの内容は、平成28年3月現在のものです。

絶景
ポイント

エリア別 市町村お問い合わせ

詳しくは

特設ページへアクセス！

やまなしの
“絶景”と“食”瞬と旬

❶桃源郷（P.02-03）
❷わに塚の桜（P.04）
❸敷島総合公園の梅（P.04）
❹本栖湖のシバザクラ（P.05）
❺山中湖花の都公園のチューリップ（P.05）
❻芦川のすずらん（P.05）
❼身延山久遠寺のしだれ桜（P.05）
❽山の神千本桜（P.06）

❾明野のひまわり（P.10-11）
10大石公園のラベンダー（P.12）
11大菩薩嶺（P.13）
12夏狩湧水群 太郎・次郎滝（P.13）
13三ッ峠山（P.13）
14押原公園のゲンジボタル（P.13）
15北岳（P.13）
16尾白川渓谷（P.14）

17御岳昇仙峡（P.18-19）
18紅葉トンネル（P.20）
19紅葉台（P.20）
20八ヶ岳高原大橋（P.21）
21大柳川渓谷（P.21）
22丹波渓谷（P.21）
23西沢渓谷七ツ釜五段の滝（P.21）
24勝沼ぶどう郷（P.22-23）
25新倉山浅間公園（P.26-27）
26ダイヤモンド富士（P.28）
27和田峠から甲府盆地の夜景（P.28）
28猿橋（P.29）
29河口湖・冬花火（P.29）
30弁天堂雄滝の氷瀑（P.29）
31忍野八海（P.29）

■甲府市観光協会･･････････････☎055-226-6550
■甲斐市　商工観光課･･･････････☎055-278-1708
■中央市　商工観光課･･･････････☎055-274-8582
■昭和町　企画財政課･･･････････☎055-275-8154

■一般財団法人ふじよしだ観光振興サービス･･☎0555-21-1000
■富士河口湖町観光連盟･･･････☎0555-72-3168
■忍野村観光協会･･････････････☎0555-84-4222
■山中湖観光協会･･････････････☎0555-62-3100
■鳴沢村観光協会･･････････････☎0555-85-2311

■笛吹市観光物産連盟 ･････････☎055-261-2829
■甲州市観光協会･･････････････☎0553-32-2111
■山梨市観光協会･･････････････☎0553-22-1111

■北杜市観光協会･･････････････☎0551-47-4747
■韮崎市観光協会･･････････････☎0551-22-1111

■南アルプス市観光協会 ･･･････☎055-284-4204
■市川三郷町 ･･･････････････☎055-272-1101
■富士川町観光物産協会･･･････☎0556-22-7202
■早川町観光協会･･････････････☎0556-48-8633
■身延町観光連盟･･････････････☎0556-62-1116
■南部町　産業振興課･･･････････☎0556-64-3111

■大月市観光協会･･････････････☎0554-22-2942
■都留市観光協会･･････････････☎0554-43-1111
■上野原市観光協会 ･･･････････☎0554-62-3119
■西桂町　産業振興課 ･･･････････☎0555-25-2121
■道志村観光協会･･････････････☎0554-52-1414
■小菅村観光協会･･････････････☎0428-87-0741
■丹波山村観光協会 ･･･････････☎0428-88-0411


